2012年1月吉日
IIR OB・OG会の皆さま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IIR OBOG会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　伊勢　桃代
特選塾員のこと

皆さま方には2012年は良い年であって欲しい、或いは、そうあるようにしたいとの願いを込めて新しい年を迎えられたことと存じます。
さて、新年早々ですが、私達の慶應義塾大学国際関係会（IIR）がかって慶應大学に迎えた元年間交換留学生4名の方がこの度IIR OB・OG会の推薦により慶應義塾の特選塾員（＊）になられました。

この4名の方を含む12名の新たなる特選塾員に対する証書授与式とレセプションが塾主催で来る2月3日（金）18時30分から三田校舎北館ホールで開催されます。
　　＊「特選塾員」

　　　　　慶應義塾の規約で本塾を卒業していない方であっても塾員3名以上

　　　　　の推薦があって評議員会で承認された場合に特選塾員になることが

　　　　　できる制度。
今回特選塾員になられた元交換留学生

・Byron K. Marshall さん（スタンフォード大）1957-58年

・Stanley T. Fukawa さん（UBC）1958-59年
・William Mark Fruin さん（スタンフォード大）1964-65年

・Glen S. Fukushima さん（スタンフォード大）1971-72年

　　なお、2001年に当時インド国駐日大使であったAftab Sethさん（デリー大　1962-63年）は塾出身の国会議員の推薦により特選塾員になっています。

この慶應義塾主催の授与式並びにレセプションにはカナダからFukawaさんご夫妻が我が国で活躍されているFukushimaさんと出席されることになっています。残念ながら、戦後慶應大学が初めて海外から迎えた留学生であるMarshallさんおよびFruinさんはご都合により欠席されます。

この慶賀すべき授与式並びにレセプションにはOB・OG会から推薦者を含めて役員が出席します。

私達のIIRが創立されたのは1955年（昭和30年）にスタンフォード大学のIIRから届いた1通の手紙、即ち、慶應大学から留学生を迎えて両校の間で学生による留学生交換を行いたいとの内容、が契機となっていることを考えますと、IIRの原点である交換留学生が、今回、特選塾員になられたことは大変喜ばしいことと考えます。

折角の機会ですから、会員の皆様がたにも大勢出席して貰ってお祝いを共にする会を検討しましたが、生憎と、2月は慶應大学の入学試験の関係で、塾内の施設が使用不可につき断念せざるを得ませんでした。

そこで2月4日（土）午前10時30分から国際文化会館402号会議室で役員と特選塾員との間で「交換留学生制度」や「IIR創立60周年」等に関して意見交換を行うことを計画しています。その結果については後日ご報告します。
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